
 

 

令和２年度 実施事業報告 

 

 

令和２年の事業については、新型コロナウイルス感染症拡大が本格的かつ世界規模に拡大したことに伴

い、当協会の事業活動においてさまざまな影響が生じ、事業の中止や感染予防対策を行いながら規模を縮

小して実施した。 

 

１ 振興対策事業  

 

北九州港の整備及び振興に資する事業を行った。 

 

（１）北九州港港湾調査データ作成業務（通年） 

港湾事業者等から提供された申告書を規定フォームへ入力し、統計法に基づく港湾統計 

データを集計した。（北九州市からの受託事業） 

 

 

２ 啓発宣伝活動事業 

 

   年間を通して、様々な啓発宣伝活動を実施した。 
 

（１）みなとオアシス事業 

令和元年１１月１５日に「みなとオアシス門司港」が１３４箇所目のみなとオアシスに登

録され、北九州港において、地域住民の交流促進や地域の魅力の向上につながる取り組みを

市と協力して実施した。 

当協会は、みなとオアシス門司港運営協議会の事務局を担当した。 

 

（２）記念品の製作・販売及び頒布（通年） 

北九州港のＰＲを促進するため、シンボルマークやマスコットキャラクター「スナＱ」を

デザインした記念品等を製作・販売し、イベント等で頒布した。 

 

 

 

 

 

（３）歓迎訪船（通年） 

北九州港への初入港船や定期航路開設第一船等を、北九州市と共同で歓迎訪船し、北九州

港のＰＲと国際親善に努めた。 

記念品 

種 類 

ポロシャツ、フリース、ネクタイ、ハンカチ、缶バッチ、マスク 

ボールペン、マフラータオル等 



 

 

 

 

 

 

（４）北九州ポート・アテンダントの活動（通年） 

新年賀詞交歓会、イベントの司会・進行や歓迎訪船の花束贈呈などを通じて、北九州港を

ＰＲした。 

     

 

 

 

 

 

（５）港湾整備事業説明会  

北九州港整備事業、将来計画等について、海運・港湾企業等会員様を対象に、国土交通省

九州地方整備局、北九州市から最新の情報及び今後の取組等の情報資料を提供した。 

 

（６）港湾セミナー 

会員企業を対象に、港湾や物流、経済をテーマにしたセミナーを開催した。 

■ 時 期 令和３年１月２５日 

■ 場 所 北九州国際会議場 ２階 国際会議室 

■ 参加者 ４３人 

■ テーマ及び講師「ウィズコロナ・ポストコロナ時代の九州経済」 

長崎県立大学 地域創造学部 教授 鳥丸 聡 氏 

 

（７）北九州市からの受託事業 

北九州港の役割や海辺の魅力などを市民に周知するため、新型コロナ感染症対策を行った

うえ、イベント開催にあたっては、情報発信を行った。 

 

       ①門司・西海岸へのクルーズ船寄港おもてなし等業務 

         クルーズ船寄港による港周辺の賑わいづくり及び北九州市の魅力を乗客等へ広くアピ

ールすることを目的とした、入出港時の歓送迎イベント及びおもてなし、歓迎式典を実

施した。 

 

 

月日 船名 船籍 トン数 船社 

7/1 やまと 日本 16,292 阪九フェリー 

月 日 行事名（内容） 

1/14 新年賀詞交歓会 

2/3 東京２０２０協賛ジャンボ宝くじ販売促進キャンペーン活動 

7/1 阪九フェリー新造船「やまと」歓迎訪船 

11/9 退任式 



    

    

   

  

②北九州港・みなとまちづくり事業 

         北九州港の魅力を様々なイベント等を通じて広く市民に周知するとともに、人々が集

い、賑わう海辺づくりを図った。 

・北九州港マスコットキャラクター「スナＱ」を活用した広報活動 

インターネットを使った情報発信、市内イベントへの出演及びイラスト等を活用し

た北九州港広報用ツールの作成等により、北九州港のイメージアップを図った。 

 

（８）クルーズ船寄港定着化事業 

北九州港へのクルーズ寄港の定着化を図るため、九州クルーズ振興協議会に加入し、北九

州市と共に客船の誘致活動を推進した。 

また、下関港と連携した「関門港クルーズ振興協議会」の事務局を担当するとともに、関

門港に寄港するクルーズ船を利用した旅客等に対する観光資源の情報発信事業等を行い、ク

ルーズ振興を行った。 

 

（９）「海の日」協賛会 

       「北九州海の日協賛会」の事務局として、海洋海事思想の普及と市民と海・港とを結ぶ各 

      行事を実施した。 

主な行事は、海事功労者表彰式典、海の写真展など。 

■ 行事一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月日 船名 船籍 トン数 船社 

12/9 ぱしふぃっくびいなす 日本 26,594 日本クルーズ客船 

行  事  名  実 施 時 期 

船員・港湾作業員慰問 

海の写真展 

第57回九州・山口地区中学生海の日絵画ｺﾝｸｰﾙ 

汽笛吹鳴 

海事功労者表彰式 

ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞作品展 

ミニミニトライアスロン 

ウォーターフロント・クリーンマナーアップ作戦 

船員留守宅家族慰問 

海上航行安全祈願 

殉職船員慰霊祭 

門司・洞海海洋少年団市中パレード 

関門港ボート天国 

シーサバイバルトレーニング体験会 

海の日歓迎訪船 

みなと見学会 

船員・港湾作業員入院療養者慰問 

7月 1日～31日 

7月20日～31日 

7月20日～31日 

7月23日 

7月30日 

8月11日～17日 

8月23日 

11月1日ほか（通年） 

中止 

中止 

中止 

中止 

中止 

中止 

中止 

中止 

中止 



 

（10）定期刊行物の発行（通年）      

北九州港に関する最新情報とＰＲのため、会員及び市民に向けて定期刊行物等を発行した。 

①機関誌「北九州港」  年１回      １，０００部 

②北九州港ニュース   年６回(偶数月)  （オンライン） 

 

（11）ホームページによる情報提供（通年） 

広く北九州港に関する情報発信とＰＲのため、ホームページを更新管理した。 

 

 

３ 港湾関係共益事業  
    

船員、港湾労働者をはじめ海事・港湾関係者のための福利厚生事業を実施した。 

 

（１）戸畑船員サービスセンターの管理 

海事関係者の利便向上のため、戸畑船員サービスセンターを管理運営した。 

 

４ 港内美化事業 

 

未来へきれいな海、海岸を引き継ぐことを目的に港湾関係団体と共同で清掃活動等を実施した。 

 

 ①ウォーターフロント・クリーンマナーアップ作戦 

     未来へきれいな海、海岸を引き継いでいくことを目的に、国土交通省九州地方整備局、北

九州市、民間と共同で清掃、啓発活動を実施した。 

■ 時 期 令和２年１１月１日 

■ 場 所 門司地区 

■ 参加者 ５２人 

 ②海の玄関口清掃活動 

       北九州市の海の玄関口「新門司フェリーターミナル」で清掃活動を行った。 

・２０２０夏「新門司地区」海の玄関口清掃活動 

■ 時 期 令和２年８月６日 

■ 場 所 新門司フェリーターミナル地区一帯 

■ 参加者 ９０人 

・２０２０冬「新門司地区」海の玄関口クリーンアップ活動 

■ 時 期 令和２年１１月２５日 

■ 場 所 新門司フェリーターミナル地区一帯 

■ 参加者 ４４２人 



 

 ５ その他の事業 

 

（１）駐車場事業 

当協会の財政基盤の強化を図り、また、海運港湾事業従事者、観光客の利便を確保するた

め、北九州市用地を借り受け有料駐車場として管理・運営をした。 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

６ 中止になった事業 

  

（１）北九州港セミナー 

（２）海外ポートミッション 

（３）北九州港オリエンテーション 

（４）ひびきコンテナターミナルへのクルーズ船寄港時全体管理・運営業務 

（北九州市からの受託事業） 

   （５）みなと見学会の実施 

      ①みなと見学会 

      ②コンテナターミナル見学会 

   （６）花火大会への協賛 

   （７）海の日・海峡クルージング 

（８）港湾振興協会等事務連絡会 

（９）新年賀詞交歓会 

   

名  称 所在地 収容台数 備 考 

 新浜駐車場  門司区東港町 25   

 西海岸駐車場  門司区西海岸 281  （一時使用 105 台含む） 

 浅野三丁目駐車場  小倉北区浅野 85   

 紫川駐車場  小倉北区浅野 106    

 松ヶ島駐車場  八幡東区枝光 21    

 妙見駐車場  八幡西区築地町 61    

 計 579    


